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時 期 別 の 稲 葉剪除 が 水 稲 茎 基 部 の

生 化 学 面 に 及 ぼ す 影 響(第2報)*†

時期別に稲葉剪除した水稲茎基部の窒

素及び炭水化物含量の時期的変化

野 中 福 次

    Biochemical changes of the lower parts of rice 
       stems whose leaf blades were cut off at 

        different stages of growth  (Part II) 

Seasonal changes of carbohydrate and nitrogen contents of 
  the lower parts of rice stems whose leaf blades were 

   cut off at different stages of growth of rice plants 

                Fukuji Nonaka

1.緒 言

穂孕期から出穂期にt-iつて稲葉の剪除 を行えば,稲 小粒菌核病の被害度が著 しく増大す

ることはすでに報告助した所である.こ のような被害度増大の原因を水稲茎基部の生化学

面より追究す る予備実験 として,第1報12)に 於ては健全水稲について,伸 長生長期 より

乳熟期までの 体内成分(炭 水化物 及び 窒素),酵 素(catalase,polyphenoloxidase,

peroxidase,amylase)活 性,及 び呼吸作用について測定を行つた・これらの中,炭 水化

物の含量は生育時期の経過と共に増大するのに対して,窒 素は逆に時期の経過と共に減少

する傾向が認められた.

本報に於ては,伸 長生長期より黄熟期に至る迄時期別に稲葉剪除 を行い,こ れらの剪除

が茎基部の炭水化物及び峯素含量に如何なる変化をもたらし,叉 それ らが時期別に如何な

る変化を来すかを見たものである.

II.実 験 方 法

(1)供 試 材 料:水 稲 品 種 旭 を5月29日 播 種,7月2日,1/200反 コン ク リー ト槽 に 移

植.肥 料 は 各槽 当 り,硫 安1009,過 燐 酸 石 灰809,硫 酸 加 里509を 夫 々元 肥 と して移

植 前 に施 し,8月30日,硫 安1209を 追 肥 した.

この よ うに して 栽 培 した水 稲 を処 定 の時 期 に稲 葉剪除 し,材 料 に 供 した.

*九 州大学農学部植物病理学教室業績 .

†本試験を行 うに当 り,種 々御 教示賜 つた古 井教授,木 場助教授 に深謝 の意を表する.



(2)稲 葉前除方法及び その時期:稲 葉剪除 は 各時期の最上葉(止 葉が出た後はrL葉)

を残 し,他 の全葉身を葉舌部より除去 した.稲 葉剪除 時期は次の通 りである.

稲 葉剪除 時 期

第1回剪除8月7日 伸 長 生 長 期

第2回 〃 〃8月17日 幼 穂 形 成 期

第3回 〃 〃8月27日 穂 孕 期

第4回 〃 〃9月6日 出 穂 期

第5回 〃 〃9月16日 出 穂 直 後

第6回 〃 〃10月1日 乳 熟 期

(3)試 料 の採 集 及 び 調 製:分 析試 料 は 上 記 の各 時 期 に稲葉剪 除 後5日 目に 第1回 の採

集 を行 い,其 の後10日 目毎 に 採 集 し,地 際 よ り約15cmの 茎 基 部 を と り,80～85℃ の

定 温 乾 燥 器 に入 れ て乾 燥 後 粉 砕 し,乾 燥粉 末 と して分 析 に供 した.

(4)分 析 方 法:

i)全 窒 素;乾 燥粉 末約1.0gを 採 り,濃 硫 酸 で加 水 分 解 後,Semi-microKjeldah1法

で定 量 した.

ii)可 溶 性 窒 素;乾 燥 粉 末 約4～59を 採 り,30℃,1時 間水 で抽 出,濾 過後,濾 液 を

全 窒 素 と同様 硫 酸 で加 水 分 解 後Semi-microKjeldah1法 で雄 量 した.

iii)蛋 白態 窒 素;全 窒 素 一 可溶 性 窒 素=蛋 白態 窒 素 と した.

iv)炭 水 化 物;乾 燥 粉・末 約1.09を3%塩 酸 で3～4時 間water-bath中 で煮 沸 した 後

Bertrand法 に よ り転 化 糖 と して定 量 した,

III.実 験 結 果

実験結果は第1表,第2表 の通 りである,

(1)全 窒素,蛋 白態窒素,可 溶性窒素

全窒素:無 処理区水稲に於ける全窒素含量の消長は,8月 初旬の伸長生長期が最大で,

時期の経過と共に急激に減少し,9月 初旬の出穂期には約1/5に 減少する.出 穂以後は黄

乳期(10月6日)迄 著しい減少は見 られない,前 後6回 に亘つて水稲生育の各時期に稲 蜷

の剪除 を行つたが,ど の時期に剪除 しても,窒 素含量に著 しい変動は認められず,無 処理

区水稲と大差はない傾向を辿るようである.

蛋白態窒素:無 処理区に於ては,伸長 生長期の含量が最大で,そ れ以後出穂期迄時期の

経過と共に急激に減少し,出 穂後ほとんど減少しないのは全窒素の場合 と同様である、叉

各生育時期に於ける稲葉剪除 区も,無 処理区水稲の含量と大差な く,全 般的に全窒素 と同

様な傾向が認められる.

可溶性窒素:対 照区,剪除 区とも伸長生長期,穂 孕期,出 穂期 と時期の経過と共に減少

し,出 穂後減少を見ないのは前二者 と同様である.唯 全般的には,無 処理区の窒素含量が

各時期剪除 水稲の窒素含量より稍ゝ少い傾向にある.こ れに対して,穂 孕期から出穂期に



第1表.時 期別に稲葉剪除 した水稲茎基部 の窒素含量の変化.

於ける剪除区では,可 溶性窒素の含量が無処理区のそれに比べて稍 ζ多い傾向にあること

が認められ る(第1図).

(2)炭 水化物及びCIN率

炭水化物:無 処理区と伸長 生長期での剪除(第1回剪除)と は,全 期問を 通 じて 大体

同様な傾向を辿 り,伸 長生長期からその含量は急激に増加し,出 穂期から乳熟期にかけて

最大とな り,そ れ以後は父急激に減少する.幼 穂形成期の剪除(第2回剪除)で もほぼ同

様な傾向が 見られるが,そ の含量は 前二者に比べて常に少い.穂 孕期に剪除(第3回r_fii

除)を 行}ば,炭 水化物含量は鹿に減少し,前 三者 とは逆な経過を辿 り,剪除 後出穂直後

迄漸次減少し,そ れ以後は叉急激に減少 する.出 穂期の剪除(第4回剪除)で は穂孕期の

場合に於ける減少率 より更に著 しく,剪除 直後より急激な減少を見るのみで,黄 熟期(10

月6日)に 於ても最低値を示す.叉 乳熟期から黄熟期にかけてはいずれの区も急速に減少

するのが見られる(第2図).

CIN率:無 処理区と,伸 長生長期剪除 区,幼 穂形成期剪除 区及び穂孕期剪除 区即ち第

1回 乃至第3回剪 除区では同 ・傾向を辿 り,伸長 生長期(8月7日)よ り漸増 して出穂直



第1図.時 期 別 に稲 葉剪除 した水 稲茎 基 部の 吋溶性 窒 素 含量 のllξ期 的 変 化.

c:非剪除 氏,1:伸長 生長 期(7/8)に,2=幼 穂 形 成 期(17/8)に,3:穂 学 期(27/8)に,

4:出 穂 期(6/9)に,5:出 穂直 後(17/9)に,6:乳 熟 期(1/10)に それ ぞ れ 最 上 葉 を残 し て

稲 葉 片 全 部 を剪除,縦 軸:窒 素 含量(%)横 軸:測 定 目.

第2図.時 期別に稲葉剪除 した水稲茎基 部の炭水化物 含量 の時期的変化.

C:非剪除 区,1-6は 第1図 の通 り,縦 軸:炭 永化物(%)横 軸:測 定 日.



第2表 。時期別に稲葉剪除 した水稲茎基 部の全糖(炭 水化物)及 びC!N率.

後(9月22日)に 最 大となり,そ の後黄熟期(10月6日)に かけて 逆に減少する・然し,

これら4区 の中,穂 孕期剪除 の場合はC/N率 が他の3区 に比べて非常に小 さい.出 穂期

の剪除 区(第4回剪除 区)で は剪除後増加を見ることな く急激に減少し,穂 孕期の剪除 区

(第3回剪 除区)と 同様に10月6日 の 黄熟期には最低値を 示す.叉 炭水化物の場合 と同

様に乳熟期から黄熟期にかけて急減するのが認められた.

IV.考 察

以上の実験は水稲生育の各時期に稲 葉の剪除 を行い,こ れが炭水化物及び窒素含量 に如

何なる影響をもたらすか,剪除 後5日 目,15日 目,25日 目と時期的変動の状態を追究し,

穂孕期から出穂期に亘つての 稲葉剪除 で稲小粒菌核病被害度が激増する現象11)を水稲茎基

部の成分から解明しようと試みたものである.

全窒素及び蛋白 態窒素は8月7日 の伸長 生長期 から10月1日 の 乳熟期迄如何なる時期

に剪除を行つても,無 処理区水稲の窒素含量 と大差はな く,い ずれの区でも出穂期迄急激

に減少するのが認められた.可 溶性窒素 も又前二者 とほぼ同じ傾向で出穂期迄減少するが,

穂孕期から出穂期にかけての剪除 区では,そ の含量が他の区に比べて幾分多い傾向にある.

このことは,こ れらの時期の剪除 により,稲 小粒菌核病被害度が激増することと相関があ

るように思われ る.イ モチ病に於て,伊 藤,坂 本,s)田中r',4)らは可溶性窒素の中,ア ンモニ

ア,ア ミノ酸態窒素の増加がその被害度を助長せ しめることを認めているが,小 粒菌核に

於ても時期的に追究 した場合は,こ のような傾向が見られるようである,



炭水化物についてみると,無 処理区及び伸長生長期剪除 では時期の経過と共に増大し,

乳熟期に最高に達するのに対 して,穂 孕期及び出穂期での剪除 水稲では,剪除 後増加する

ことなく顕著に減少するのが認められた.こ のような 現象は 稲小粒菌核病被害度 と密接

な関係が見られ,炭 水化物含量の 少い 状態の 水稲程被害度が 増大すると云 う著者らの見
解10,11,14)が時期別に追究 した場 合も確認出来るわけである.

叉炭水化物と窒素含量 との比即ち,C/N率 をとつて見ると,穂 孕期及び出穂期での剪除

区が最小値を示し,C/N率 が小さい程本病の被害度が増大すると云 う従来の結果10,11,1-!)

とも一致する.術,乳 熟期後炭水化物及びC/N率 の数値が顕著に減少するのが認められ

るが,こ れは水稲の老化に従い稲小粒菌核病被害度が 漸増すると云 う小野,4)吉井 ら14)の報

告とも一致することが認め られた.

以上述べた窒素,炭 水化物,C/N率 と稲小粒菌核病 との関係については,先 に穂頸 イモ

チ及び穂頸 切断水稲についても類似した結果1。)を認めてお り,以 上のことを綜合 すること

により,水 稲茎基部の窒素,炭 水化物及びC/N率 を見ることは本病の抵抗叉は罹病度を

知 る上に一つの基準となることが考えら れる.

V.摘 要

1.水 稲の伸長生長期から黄熟期迄時期別に稲葉の前除を行い,剪除 による水稲茎部の窒素

及び炭水化物含量 の変化を時期別に追究した.

2.全 窒素及び蛋白態窒素は剪除 による著 しい差異は見られなかつたが,可 溶性窒素では

穂孕期及び出穂期の剪除で他の区に比べて稍ζ増大する傾向が見られた・

3.炭 水化物は穂孕期及び出穂期の剪除 で顕著に減少し,こ のことはC/N率 でも見られ

た.叉 炭水化物及びC/N率 共に乳熟期以後はいずれの区も急減する.

4.水 稲茎基部の窒素,炭 水化物及びC/N率 を見ることは本病の抵抗性を知る上に一つ

の基準 とな りうる.
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 Résumé 

 Seasonal changes of carbohydrate and nitrogen contents of the lower parts 

of rice culms whose leaf blades were cut off at six different stages (stem 

elongation, head initiation, 10 days before earing, earing, 10 days after earing, 

and milk stages) were studied. 

 Contents of total nitrogen and protein nitrogen were scarcely affected by the 

leaf blade excisions ; but soluble nitrogen somewhat increased by the cuttings 

treated at 10 days before earing and earing stages. 

 On the contrary contents of carbohydrate decreased by the cuttings treated 

at 10 days before earing and earing. Similar tendencies were seen on the 

C/N ratio. Contents of carbohydrate and C/N ratio of all treated and non-

treated rice plants decreased rapidly after milk stages.
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